
（様式２） 

健やか食育プロジェクト事業報告書 

龍野健康福祉事務所 

１ 食育推進体制の整備 

食育推進 

課題 

 高齢者が地域で生活するためには、身近なところで生活を支える介

護サービスや生活用品・食料等を確保するための店舗が必要となる

が、店舗の閉鎖等により、食料調達が困難な状況となってきた。 

 この地域では、将来人口の極端な減少、一層の高齢化が予測されて

おり、今ある介護サービス等も継続が困難になると予想される。 
そこで、高齢者が地域で自分らしく生活しつづけるための方策を食

育の観点から検討し、高齢者の低栄養予防と介護予防のための取り組

みに繋いでいく。 

今年度の 

推進方策 

管内北部にある介護保険サービス事業所と連携し、給食の質の向

上、喫食者への食育活動、利用者家族への啓発を行い、給食を通し地

域の食を通した健康づくりを推進する。 

 健やか食育推進会議においては、市保健担当や地域包括、関係団体

と共に、情報・意見交換を行い、地域課題の共有化と推進体制の強化

を図る。 

成 果 

 高齢者の食を含めた健康と生活の支援を切り口とし、高齢者に関係

する行政、事業者や団体との会議等を開催したことがなかったため、

情報交換と共有、意見交換をすることで、地域の高齢者を支えるため

の最初の連携ができた。また、市管理栄養士にとって、的を絞った関

係団体との会議は有効であると感じるなど、それぞれの立場で今後の

方策等を考える機会となった。 

今後の 

方向性 

 地域で高齢者を支えるために、本事業に関わる介護保険サービス事

業所の拡大に加え、会議に参加いただく関係団体を拡充し、高齢者の

健康・介護だけで無く環境も含めた検討や支援につなげていきたい。 

 

２ 会議の開催状況 

実施日時 令和２年２月１８日(火)  １０:３０～１２：１０ 

参 集 者 
兵庫西農協１、ハリマ農協１、市社協２、市連合自治会１、市いずみ会

１、市地域包括支援センター１、市健康づくり担当１ 

協議内容 

テーマ 「高齢者が長く地域で暮らすために ～食・健康や介護、生活

の支援を考える」 

１ 高齢者の健康・栄養・介護等の状況について 

２ 高齢者に係る事業の実施状況について 行政・団体の事業紹介等 

３ 今後の方策について  

・食環境における課題の整理と支援の検討 

 ・地域、介護と健康・食分野の連携強化 

４ 情報提供 

今後の 

方策 

 食環境に加え、タクシー事業者の廃業等により高齢者の移動手段が

減少しているなど地域の課題は多いことが共有された。また、ＪＡ、社

協は高齢者向けの事業を展開しているが、食に係る専門職がいないた

め、今後とも当所からの情報提供を継続しつつ、行政・高齢者に関わる

団体との会議等により方策検討や連携の強化を進めていく。 

※会議の議事録、参集者名簿を添付すること。 



３ 食育実践活動の結果 

テーマ 自分の健康状態を知りフレイルを予防する 

対象及び 

参加者数 
デイサービスセンターのミニデイ参加者とその家族 

事業内容 

日時・場所 内  容 講師・運営スタッフ 

①令和元年 

10 月８日（火）

10：00～11:30 

１ 講話 

「高齢期の健康－フレイル予防」 

フレイルプログラム（ちょっこと

編）」の栄養クイズ①を改変。 

２ フレイルチェック 

冊子「シニアはメタボよりフレイ

ル対策」を使用してチェック 

３ 感染予防 

龍野健康福祉事務所

ﾃﾞｲｻｰﾋﾞｽｾﾝﾀｰ職員 

②令和元年 

10月24日（木）

10:10 ～11:40 

龍野健康福祉事務所

ﾃﾞｲｻｰﾋﾞｽｾﾝﾀｰ職員 

③令和元年 

11月６日(水) 

 

苑だよりの発行(令和元年 11 月号) 

 健康教室の状況と、フレイル予防、

お口のはたらきについて掲載 

龍野健康福祉事務所 

ﾃﾞｲｻｰﾋﾞｽｾﾝﾀｰ職員 

④令和元年 

12月１日(日) 
苑だよりの発行 (第 23 号) 

苑の給食で提供されている特に好

評なメニューの作り方や嚥下等に配

慮しおいしくつくるポイントについ

て掲載 

龍野健康福祉事務所 

ﾃﾞｲｻｰﾋﾞｽｾﾝﾀｰ職員 

⑤令和２年１月 ミニデイ参加者に対するアンケー

トの実施 

ﾃﾞｲｻｰﾋﾞｽｾﾝﾀｰ職員 

成 果 

【成果】 

事業実施前に、①施設長・事務長への事業の趣旨説明、②施設長・地

域の管理栄養士（献立作成担当）との高齢者を取り巻く現状と給食の質

の向上についての説明と意見交換を行うことにより、介護保険サービス

事業所との信頼関係が構築できた。 

高齢の教室参加者には、事前にフレイルの説明がされていたが、十分

に理解されていなかった。時間をかけ話することにより理解が深まっ

た。 

また、この実践活動を会議における具体的な取り組みとして情報提供

することができ、連携強化の一翼を担った。 

今後の課

題 

 人口の少ない地域では、介護保険サービス事業所を利用する高齢者も減

少してきている。しかし、高齢者の地域生活を支えるためには、その存在

意義は大きく、存続について関係団体等との連携が重要である。 

介護保険サービス事業所と地域団体等との繋がり、地域住民への情報発

信等を通し、食を通じた高齢者と地域の健康増進や介護予防に繋がってい

くような体制ができるよう、巻き込む団体や事業所を増やす必要がある。 

※プログラムや内容がわかる資料を抜粋し添付すること 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 １ 健やか食育推進会議 

（１） 目  的 

   宍粟市では、人口減少が今後も予想される反面、高齢者率は上昇と予想されて

いる。人口減少は、直接的に社会資源の減少につながり、生活環境に影響が現れ

る。高齢者が地域で長く暮らすためには、保健や介護サービス、高齢者の身体活

動の維持、低栄養の回避、地域の支援等が必要と考えられる。 

そこで、本会議を開催し、高齢者の地域生活（食・介護福祉・生活等）を支え

るため、関係機関の活動を踏まえながら、地域課題の把握、今後の対策や連携を

検討する。 

（２） 参集機関 

    兵庫西農業協同組合、ハリマ農業協同組合、宍粟市社会福祉協議会、宍粟

市連合自治会、宍粟市いずみ会、社会福祉法人協同福祉会、宍粟市地域包括

支援センター、宍粟市保健福祉課 

 

２ 実践事業：健康教室 

（１） 目的 

   地域の高齢者が健やかに暮らすためには、地域の高齢者福祉・医療資源に加え、

食の分野では、高齢者の健康を考えた食事を食べる、必要な食品を確保する、楽

しく食べる環境を作る等、家族や地域の支えが必要である。 

   しかし、高齢者の食事は、全体の摂取量が少なく栄養のバランスがとりにくい

と言われている。そこで、今年度は、デイサービス利用者やその家族に健康情報

を提供するとともに、デイサービスの給食を広報媒体と位置づけ、家庭や地域に

広めることにより、高齢者の健康を守っていく。 

（２） 実施方法 

   ① デイサービスセンターの給食内容の向上 

     本来は一般向け媒体である「食事バランスガイド」を活用した食事基準の

見直しと給食への反映 

② 利用者に対するフレイル予防プログラムを活用した健康教育の実施 

③ 施設の広報誌を活用した利用者と家庭への食やフレイルについての啓発 

④ 利用者に対するアンケートの実施による高齢者の地域生活の課題把握 

      

  デイサービスセンターの広報誌に掲載されました。 

    

    

 

 

  



 

みんなで楽しくフレイル予防 

ミニデイ参加者に行った健康教室では、 

身長や体重から自分のフレイル傾向を判定。 

質問や意見も多く、活発な会となりました。 

 

                     

  

デイサービスセンターの好評メニューを広報誌で紹介していただきました。                     

 

参加者へのアンケート 

 ミニデイは比較的元気な高齢者が参加され

ているので、食事や栄養について知りたいこ

とはない方も多かったですが、低栄養予防の

食事や柔らかい食べ物や食べたらよい量を知

りたい方が多かった。 

また、自宅で長く暮らすためには、周りの

人の助けや買い物等の生活環境、介護保険サ

ービス等が必要と答える人が多かった。若い

人とのふれあいの機会との答えも多く、地域

として若い世代から同年代まで地域ぐるみで

高齢者を支えていくことが必要である。       


